
 
 

２０２６年６月１４日 

  群 馬 県 み な か み 町 

                   公益財団法人イオン環境財団 

 

みなかみ町・公益財団法人イオン環境財団  

「利根川源流から広がる いのちの恵みを永遠
と わ

につなぐ」連携協定締結 
 

群馬県利根郡みなかみ町（町長 阿部賢一）と公益財団法人イオン環境財団（理事長 岡田元也  

イオン株式会社 取締役兼代表執行役会長 以下 当財団）は、利根川源流の豊かな自然環境を 

保全し、人と自然が共生する持続可能な地域社会の実現を目指し包括連携協定を締結いたしま

す。 

 

  みなかみ町では、約 1万ヘクタールの国有林「赤谷の森」における生物多様性の復元と持続

的な地域づくりや上信越高原国立公園にある谷川岳周辺の自然環境や歴史文化を学び保全するエ

コツーリズムの活動に取組んでおり、みなかみ町は「水と森林と人を育む」という理念を柱とし

てまちづくりを推進しています。 

 

利根川源流のまち、みなかみ町は２０１７年６月１４日にユネスコエコパークに登録され、同

年８月には当財団と日本ユネスコエコパークネットワークと連携協定を締結しました。以来、同

町との協働による情報発信や子どもたちの環境活動の実施、同町の里山保全団体との連携など関

係を深めてまいりました。 

 

 今後は両者が連携・協働することで、当財団が持つ知見やネットワークを活かした里山資源の

利活用や新たな価値の創造に加え、同町の豊かな自然をフィールドとした多面的な環境教育を展

開し、地域や世代を超えた方々の参加交流を目指してまいります。 

 

【連携事項】  

１．みなかみユネスコエコパークの保全と新たな価値創造 

２．持続可能な地域づくりに向けたみなかみ町の里山資源の利活用 

３．地域資源を活かしたみなかみ町における環境教育の実践 

４．上記事項を通じた、地域や世代を超えたコミュニティの形成 

 

【協定期間】   

２０２６年６月１４日～２０３１年６月１３日（５年間）  

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 



ご参考   

【公益財団法人イオン環境財団】 

「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する。」というイオンの基本 

理念のもと岡田卓也（当財団名誉理事長 イオン株式会社 名誉会長相談役）により日本で初めて

地球環境に特化した民間企業単独の財団法人として１９９０年に設立されました。以来 

「植樹」「助成」「環境教育・共同研究」「顕彰」の４つの事業活動を中心に活動しています。 

現在は、持続可能な地域の実現を目的に、新たな里山づくりにも取り組んでいます。 

 

■「植樹」事業 

万里の長城での植樹をはじめとする植樹活動は、国内外の地域行政と協力し､自然災害や紛争・伐

採などで荒廃した森の再生を目的に､アジアを中心に世界各地のボランティアの皆さまととも

に活動を継続実施してまいりました。当財団の植樹を含むイオン全体の植樹本数は１９９１年から

累計約１,２８７万本（２０２６年２月末時点）となります。 

 

■「助成」事業 

世界各地で環境活動に積極的に取り組む非営利団体に対して、毎年総額１億円の助成支援を行って 

います。２０２５年までの３５年間で、累計３,６５７団体、助成金額は３２億 ９,２３５万円となりま

した。 

群馬県の助成先団体数は累計２８団体（うち、みなかみ町１６団体）、助成金額合計は２，０９５万円 

（同１，１５２万円）となります。 

 

■「環境教育・共同研究」事業 

国際的な専門機関と連携し、里山に関する共同研究を行うとともに、環境分野で活躍する 人材育成

プログラムを実施しています。大学連携では、京都大学・千葉大学・東京大学・東北 大学・早稲田

大学と、地域が求める里山づくりを推進しています。国連大学とはグローバル で活躍する環境リー

ダーを育成するプログラムをスタートしました。また、日本ユネスコ エコパークネットワーク、日

本ジオパークネットワークとは、生物多様性や地質遺産の保全 と利活用による持続可能な地域社

会を目指し連携しています。 

 

【群馬県みなかみ町】 

みなかみ町は、首都圏約３，０００万人の暮らしを支える利根川の源流の町です。上信越高原国

立公園の谷川岳をはじめ、日本を代表する豊かな自然が多く存在しています。この素晴らしい 

自然を守り、観光業や農林業に活かした「自然と人が共生する姿」が世界的モデルとして評価さ

れ、２０１７年６月１４日に「ユネスコエコパーク」に登録されました。さらに、２０２４年に

はネイチャーポジティブ宣言を行い、自然の恵みを回復させ、未来へつなぐ取り組みを積極的に

進めています。イオン環境財団は、イオンモールで開催したユネスコエコパークフェアでの情報

発信や同町の環境活動団体（当財団助成先）の協力によるエコツアーの実施などにおいて連携し

ています。 

 

2023年ユネスコエコパークフェア 

（イオンモール幕張新都心） 

2026年里山体験ツアー 


